




















































た結果, ８年ぶりに首相に返り咲いたオルバーンの下で, 新憲法 (基本法)
が制定されて行政府の権限が強化された。さらに, オルバーンは2011年
のメディア法によって自身の政権に批判的なマスコミ報道への統制を強め
た。オルバーン政権に対して, ヨーロッパ連合 (EU) 内部では激しい批
判が起こった。EU からの批判にもかかわらず, オルバーン政権は制度上,
民主主義でありながらも, 十分な自由が保証されていない非リベラル・デ
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派のヨビックが議席を維持している。他方, 2010年の総選挙で大敗した
後, 社会党をはじめとする左派・リベラル派は党勢を回復できず, 反対に




否定的な見解が示されている。レンドヴァイ (Paul Lendvai) とデブレツェ
ニ (Debreczeni ) はジャーナリストの視点から, 行政府の権限強化
にとどまらずオルバーン個人へと権力が集中している点を強調している。
(３)
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(３) Paul Lendvai, Hungary between Democracy and Authoritarianism (London:
Hurst & Company, 2010); Paul Lendvai,  !"(Budapest : Noran
Libro, 2016); Debreczeni , Az #$%!-rezsim 201020?? (Miskolc : De.
&'
(), 2017).
(４) Frank Furedi, Populism and the European Culture Wars (London :
Routledge, 2018).
(５) 	
, 	Halmai, and Kim Lane Scheppele, ‘Hungary’s
Illiberal Turn : Disabling the Constituion,’ in Peter Krsztev and Jon Van Til,
eds., The Hungarian Patient : Social Opposition to an Illiberal Democracy






の主張には, 西欧の急進右派 (ポピュリスト) 政党との共通点がみられる。
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(６) Nagy 	
, Tudatos radikalizmus : A Jobbik a
parlamentbe, 20032010. In. Szerkesztette : . Nemzet 
radikalizmus : Egy  !"#$%&'(#)*+(+,+(-+)+(Budapest : ./0, 2011),
242283. o.
(７) , ‘The Post-Communist Extreme Right : The Jobbik Party
in Hungary’ in Ruth Wodak, Majid KhosraviNik, and Brigitte Mral, eds., Right-
Wing Populism in Europe (London : Bloomsbury, 2013), pp. 223233.
(８) Gergely- 	




Szemle, 19, 1, 2010, 4950. o.
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(10) Lakner , Utak 	
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(11) 2017年９月７日付『フィナンシャル・タイムズ』(電子版), ft. com,
September 7, 2017, https://www.ft.com/content/9116ebbc-92de-11e7-bdfa-
eda243196c2c (2017年９月７日にアクセス) オルバーン政権の欧州難民危
機への対応は, 拙稿「オルバーン政権と欧州難民危機 (20152017)」『法





























投票日が近づくと, フィデスは野党を「移民 (難民) の党｣, 野党の候
論
説















また, 2016年にハンガリーはリーマンショック後に EU, 国際通貨基金か
ら受けた緊急融資を完済した。2014年以降, ハンガリー経済は EU から
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(12) 2018年２月26日付 『ニューヨーク・タイムズ』(電子版), nytimes.com,
February 26, 2018, https : //www.nytimes. com/2018 /02 /26 /world /europe /
hungary-viktor-orban-opposition.html (2018年２月28日にアクセス); 2018年
２月26日付『ロイター通信』(電子版), reuters.com, February 26, 2018,
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以下は, 略記した政党名。Fidesz-KDNP : フィデスキリスト教民主人民党, Jobbik : ヨ
ビック, MSZP-P : 社会党対話, LMP : 政治のもう一つの可能性, DK : 民主連合, E : 共
に, : 無所属
以下は, 略記した県名。B-K : バーチキシュクン, B-A-Z : ボルショドアバウーイゼ
ムプレーン, Gy-M-S : ジェールモションショプロン, J-N-Sz : ヤースナジクンソ
ルノク, K-E : コマ―ロムエステルゴム, Sz-Sz-B : サボルチサトマールベレグ














































































































































































県 ( )内は選挙区数 2014年総選挙の２位の選挙区
数 ( ) 内は県庁所在地
2018年総選挙の２位の選挙区
数 ( ) 内は県庁所在地
Baranya (4) 0 (0) 2 (1)
B-K (6) 4 (1) 6 (2)
ベーケーシュ (4) 1 (0) 4 (1)
B-A-Z (7) 5 (0) 6 (1)
チョングラード (4) 2 (0) 2 (0)
フェイェール1 (5) 2 (1) 3 (1)
Gy-M-S (5) 1 (0) 4 (1)
H-B (6) 4 (1) 5 (2)
へヴェシュ (3) 3 (1) 3 (1)
J-N-Sz (4) 3 (0) 4 (1)
K-E (3) 0 (0) 2 (0)
ノーグラード (2) 1 (1) 1 (1)
論説
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ペシュト (12) 3 6
ショモジ (4) 2 (0) 3 (1)
Sz-Sz-B (6) 5 (1) 5 (1)
トルナ (3) 1 (0) 2 (0)
ヴァシュ (3) 1 (0) 2 (0)
ヴェスプレーム (4) 1 (0) 3 (0)





県 ( ) 内は選挙区数 2014年総選挙の２位の選挙区
数 ( ) 内は県庁所在地
2018年総選挙の２位の選挙区
数 ( ) 内は県庁所在地
バラニャ (4) 4 (2) 1 (0)
B-K (6) 2 (1) 0 (0)
ベーケーシュ (4) 3 (1) 0 (0)
B-A-Z1 (7) 1 (1) 1 (1)
チョングラード2 (4) 1 (1) 1 (1)
フェイェール (5) 3 (1) 0 (0)
Gy-M-S (5) 4 (2) 0 (0)
H-B (6) 2 (2) 1 (1)
へヴェシュ (3) 0 (0) 0 (0)
J-N-Sz (4) 1 (1) 0 (0)
K-E (3) 3 (1) 1 (1)
ノーグラード (2) 1 (0) 0 (0)
ペシュト (12) 9 2
ショモジ (4) 2 (1) 1 (0)
Sz-Sz-B (6) 1 (1) 1 (1)
トルナ (3) 2 (1) 0 (0)
ヴァシュ (3) 2 (1) 1 (1)
ヴェスプレーム (4) 3 (1) 0 (0)




代表) 92議席のうち49.27％の得票率で42議席 (表１), 全国106の小選挙
区で91議席 (表３) を獲得した。ヨビックは全国リストで, 前回20.22％
よりわずかながら少ない19.06％の得票率だったにもかかわらず, 獲得し






％の28議席 (表２) から11.91％の12議席 (表１) へ大きく後退した。社
会党｢対話｣ は全国リスト12に加え, 小選挙区で８議席 (表３) の計20
議席だった。2014年には「団結」に加わったジュルチャーニの民主連合
は, 全国リスト5.38％で６議席 (表１), 小選挙区で３議席 (表３) の計
９議席だった｡「政治のもう一つの可能性」は前回より３議席増の小選挙
区で１ (表３), 全国リスト７ (表１) の計８議席だった。
以下, フィデス, ヨッビク, 社会党の選挙結果を個別に分析する。
フィデス
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2014年総選挙は社会党共に民主連合対話―リベラル党による５党の選挙連合。
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(14) 2018年総選挙の小選挙区の詳細なデータは, ハンガリー全国選挙事務
所の HP, https://www.valasztas.hu/egyeni-valasztokeruletek-eredmenye を
参照。(2018年10月５日にアクセス)
(15) 2014年総選挙の小選挙区の詳細なデータは, ハンガリー全国選挙事務
所の HP, https://static.valasztas.hu/dyn/pv14/szavossz/hu/oevker.html を参
照。(2018年10月５日にアクセス)
(16) 山野井, 前掲書, 18頁。
社会党, 民主連合,「政治のもう一つの可能性」の間で, 候補者調整, 選
挙協力が実現していれば, フィデスは首都でさらに議席を減らしていただ
ろう。具体的には, 民主連合が XI 区, XII 区, II 区で勝利した可能性が
ある。さらに, 左派・リベラル派と穏健化したヨビックとの間での候補者
調整が行われていれば, VIII 区, XVI 区, XVIII 区でフィデスの候補者の
当選を阻むことができたと考えられる。少なくとも, 野党はフィデスの国
会での３分の２の議席の獲得を阻止できたはずである。




で過去２回 (2010年, 2014年) と同様にフィデスの優位は揺らいでいな
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(17) 柳原, 前掲書, 152154頁を参照。
(18) 	
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(20) 2018年６月20日付ハンガリーの全国紙『マジャル・ヒールラップ』
(電子版), Magyar . hu, 2018.	
20, http://magyarhirlap.hu/cikk/
121254/Elfogadta_az_Orszaggyules_az_alaptorveny_hetedik_modositasat_es_
a_Stop_Sorost (2018年６月21日にアクセス) 法律の内容は, 以下を参照。
https://mkogy.jogtar.hu/jogszabaly?docid=A1800006.TV (2018年６月24日に
アクセス)



























































(23) 2018年９月12日付 『マジャル･ヒールラップ』 (電子版), Magyar
hu, 2018. szeptember 12, http://magyarhirlap.hu/cikk/128297/Megszavazta_az_
EP_a_magyar_jogallamisagi_helyzetrol_szolo_Sargentinijelentest (2018年９
月13日にアクセス)
選挙が近づくにつれて, フィデスは欧州委員会, EPP への批判を強めて
いった。政府の EU の難民対策に反対するキャンペーンでは, 依然とし











選挙戦が本格化すると, オルバーンは４月６日に不法移民 (難民) に関
する７点のプログラムを発表した。同プログラムには不法移民の扱い関し
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表８ 2019年欧州議会選挙
議席数 (前回2014年) 得票率％ (前回2014年)
フィデスキリスト教民主人民党 13 (12) 52.56 (51.48)
民主連合 4 (2) 16.05 (9.75)
モメントゥム 2 (0) 9.33
社会党1 1 (2) 6.61 (10.9)
ヨビック 1 (3) 6.34 (14.67)
わが祖国 0 3.29
共に対話 0 (1) (7.25)
政治のもう一つの可能性 0 (1) 2.18 (5.04)
1 2019年は社会党対話の選挙連合
表９ 欧州議会選挙 (2019) 首都, 県別の得票率 (％)
Fidesz-
KDNP
DK Momentum MSZP-P Jobbik MH MKKP LMP
ブダペスト 41.17 19.75 17.35 9.04 3.18 2.32 3.83 2.98
B-K 58.81 13.43 7.27 5.08 7.05 3.67 2.19 2.10
バラニャ 50.13 18.43 9.44 6.33 6.06 3.13 2.89 2.84
ベーケーシュ 52.70 16.74 6.80 6.17 8.65 4.05 2.14 2.01
B-A-Z 51.65 15.77 5.79 7.15 11.69 4.02 1.82 1.52
チョングラード 49.32 13.89 9.47 11.53 5.38 4.95 2.99 2.07
フェイェール 53.83 16.01 9.15 5.31 7.03 3.69 2.58 1.98
Gy-M-S 59.17 13.74 8.44 4.90 5.79 3.26 2.28 2.07
H-B 57.37 14.16 7.98 5.54 7.14 3.17 2.21 1.95
へヴェシュ 52.63 16.12 7.14 5.82 10.26 3.95 1.88 1.74
J-N-Sz 53.44 14.95 6.00 6.53 9.60 5.28 1.93 1.58
K-E 50.08 19.65 8.56 7.34 5.59 3.50 2.61 2.22
ノーグラード 56.90 15.65 5.11 7.27 6.76 4.47 1.57 1.40
ペシュト 51.38 16.55 11.70 5.64 5.29 3.34 3.23 2.54
ショモジ 55.30 17.22 6.44 5.38 8.90 2.87 1.76 1.67
Sz-Sz-B 60.66 13.45 5.32 6.27 8.25 2.62 1.45 1.25
トルナ 59.02 14.40 6.63 5.98 6.11 3.53 2.01 1.88
ヴァシュ 61.03 13.03 7.42 5.63 6.43 2.40 2.01 1.76
ヴェスプレーム 54.75 15.20 8.22 5.96 7.53 3.50 2.39 2.06
ザラ 58.13 15.63 6.91 4.84 6.81 3.58 1.89 1.86
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表10 欧州議会選挙 (2014) 首都, 県別得票率 (％)
Fidesz-KDNP Jobbik MSZP DK -PM LMP
ブダペスト 43.75 9.34 11.5 13.1 13.07 7.93
B-K 59.54 14.86 8.5 7.39 4.99 3.98
バラニャ 50.91 13.89 11.0 10.57 7.06 5.42
ベーケーシュ 52.43 17.08 11.55 8.54 4.52 3.79
B-A-Z 48.94 20.91 13.24 9.11 4.57 2.77
チョングラード 48.94 13.84 16.71 8.07 5.97 5.33
フェイェール 54.83 14.94 9.17 9.54 5.97 4.54
Gy-M-S 60.53 12.6 8.69 8.12 4.95 4.4
H-B 55.52 17.82 8.98 7.9 4.48 4.21
へヴェシュ 47.26 22.88 11.27 9.3 5.15 3.38
J-N-Sz 50.99 20.48 11.65 8.14 4.19 3.55
K-E 51.41 13.81 11.65 11.63 6.02 4.51
ノーグラード 51.15 17.91 12.69 9.52 4.43 2.94
ペシュト 52.62 14.64 8.41 9.95 7.88 5.56
ショモジ 54.7 15.36 10.37 9.61 5.37 3.74
Sz-Sz-B 56.63 16.71 14.66 5.86 3.16 2.16
トルナ 56.82 15.69 11.02 8.52 4.47 3.58
ヴァシュ 61.28 12.5 9.51 6.88 4.9 4.23
ヴェスプレーム 55.18 14.23 10.81 8.75 5.93 4.24
ザラ 55.38 17.09 9.11 8.5 5.41 3.7












は43.75％ (表10) から41.17％ (表９) と得票率を減らした。首都を取り
囲む人口の多いペシュト県でもフィデスの得票率は52.62％ (表10) から
51.38％ (表９) に減少した。さらに, オーストリアに地理的に近いトラ
ンスダニューブ地域のフェイェール県, コマーロムエステルゴム県,
ジェールモションショプロン県, ヴェスプレーム県でも, ５年前よ
りフィデスは得票率を下げていた (表９, 表10)。その背景として, 民主
連合, モメントゥムが支持を伸ばしたことが挙げられる。
しかし, その一方で, フィデスは同じ西部でも首都から遠い周辺部に位
置するザラ県, ショモジ県, トルナ県で, それぞれ５年前より得票率を伸
ばしていた (表９, 表10)。さらに, 首都より東に位置するノーグラード
県, へヴェシュ県, ボルショドアバウーイゼムプレーン県, サボル
チサトマールベレグ県, ハイドゥビハル県, ヤースナジクン
ソルノク県でも, フィデスの得票率が５年前の欧州議会選挙より上回って
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(25) 2019年６月６日付 『マジャル・ヒールラップ』 (電子版) を参照｡ Magyar
	











お わ り に
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調して, これまで EPP 内部でフィデスと衝突してきたヴェーバー
(Manfred Weber), 難民問題で対立してきた社会民主進歩同盟のティンマー
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The 2018 General Election and the 2019 European
Parliament Election in Hungary :
With Special Reference to Hungarian Party-System
Akira OGINO
The aim of this paper is to examine the characteristics of Hungarian party-
system in the 2010s. Especially the author focuses on the General Election
of 2018 and the European Parliament (EP) Election of 2019. He tries to ana-
lyze how Hungarian three parties, ruling party, Fidesz, right-wing party,
Jobbik and the Hungarian Socialist Party have changed since 2010.
Fidesz succeeded in getting two thirds of seats of the National Assembly
in 2018 and majority of seats of the EP in 2019. Jobbik leaders tried to
change their political stance from far right to moderate after the General
Election of 2014. Although they could gain seats of the National Assembly in
2018, they were defeated in the EP election of 2019.
On the other hand, the socialists, which grasped the power between 2002
and 2010, were severely defeated in the General Election of 2010. They
could not put the brakes on the decline throughout the 2010s. The author
thinks that their historical role comes to an end in the near future.
This paper consists of following sections :
1. Introduction
2. Hungarian Politics in the 2010s
3. The 2018 General Election
4. The 2019 European Parliament Election
5. Conclusion
